




1969 年 10 月 イギリス　ロンドン大学　東洋・アフリカ学部　中国語・
  極東史学科入学
1974 年 8 月 イギリス　ロンドン大学　東洋・アフリカ学部　中国語・
  極東史学科卒業［B.A.］
1975 年 10 月 イギリス　ウェールズ大学北ウェールズ校大学院　
  教育学研究科　修士課程入学
1976 年 8 月 イギリス　ウェールズ大学北ウェールズ校大学院　
  教育学研究科　修士課程修了［P.G.C.E.］
1992 年 7 月 アメリカ　コロンビア大学大学院　英語教授法　
  修士課程入学
1995 年 8 月 アメリカ　コロンビア大学大学院　英語教授法　
  修士課程修了［M.A.］
1996 年 4 月 イギリス　エジンバラ大学大学院　言語学研究科　
  博士課程入学
1996 年 6 月 イギリス　エジンバラ大学大学院　言語学研究科　
  博士課程中途退学
職　歴
1977 年 4 月 神田外語学院（1980 年 3 月まで）
1992 年 4 月 東京女子大学　現代文化学部　外国人講師
 （1996 年 3 月まで）
1997 年 4 月 神奈川大学　外国語学部　英語　専任講師
 （2000 年 3 月まで）
2000 年 4 月 神奈川大学　外国語学部　英語　助教授
 （2006 年 3 月まで）
2005 年 4 月 東京外国語大学　外国語学部　非常勤講師
 （2006 年 3 月まで）
2006 年 4 月 神奈川大学　外国語学部　国際文化交流学科　助教授
 （2007 年 3 月まで）
xxii
2007 年 4 月 神奈川大学　外国語学部　国際文化交流学科　准教授
 （2016 年 3 月まで）
2016 年 4 月 神奈川大学　外国語学部　国際文化交流学科　教授
 （2020 年 3 月まで）
2020 年 4 月 神奈川大学　国際日本学部　国際文化交流学科　教授
 （2021 年 3 月まで）
2021 年 3 月 神奈川大学　国際日本学部　国際文化交流学科　定年退職
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